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町 の 人 口 

人 口 9,241人 （増3) 

男 4,422人 （増3) 

女 4,819人 （ 0) 

世帯数 2,895世帯（増1) 

出生 11人 転入 38人 

死亡 6人 転出 40人 

（昭和52年8月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

(4 歳児赤カテ白カテ・9月18日） 

元気いっぱいに 
―町内四保育所合同の体育のつどいー 

9月18日（日）午前9時より、秋晴れのもとで市場小学校運動場において、町内四保育所合 

同の体育のつどいか行われました。 2歳児から5歳児までの子供たちによる元気いっぱい 

の各競技では、わが子の姿にお父さんお母さんたちはほほえむ楽しい一日でした。 

四月の入所当時は、さみしがりやだった子供たちもすっかり保育所の生活になれてきま 

した。それでもタ方になると、まだ、母親の迎えか待ちどおしいようです。 



昭和52年10月1日 （2) け し、 か あ
 

報
 

広
 

第177号 昭和52年10月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第177号 ⑧
 

いつまでもお元気で 

10月15日は「町敬老会」 
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一
I
H
J
E
ー
ゴ
、
L
 

プ
托
田
苛
莞
乙
ご
 
て
す
 

こ
グ
E
目
、
長
し
階
利
乙
ェ
m
 

に
尽
し
て
こ
ら
れ
た
お
年
よ
リ
に
感
謝
し
、
そ
の
長
寿
を
心
か
ら
お
祝
い
す
る
”
 

も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
お
年
よ
リ
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
過
去
の
努
力
や
功
績
”
 

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
お
年
よ
リ
を
大
切
に
し
て
、
暖
か
い
心
づ
か
い
で
接
し
m
 

ま
し
ょ
、
つ
 

町
 

町
内
最
高
令
者
は
世
良
ト
ョ
さ
ん
囲
 

十
月
十
五
日
（
土
）
午
前
十
一
時
よ
り
 

赤
池
町
民
会
館
に
お
い
て
町
敬
老
会
が
 

行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
は
町
内
在
住
の
七
十
歳
以
上
（
 

明
治
四
十
】
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
 

生
ま
れ
た
方
）
の
高
令
者
に
対
し
、
そ
 

の
長
寿
を
祝
し
記
念
品
を
贈
呈
、
最
高
 

令
者
に
は
町
議
会
よ
り
表
彰
が
さ
れ
ま
 

す
。
ま
た
県
表
彰
は
八
＋
歳
以
上
の
お
 

年
よ
り
の
方
に
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
 

敬
老
会
の
当
日
式
典
挙
行
後
は
、
午
 

後
よ
り
一
時
間
程
度
浪
曲
、
万
才
、
奇
 

『
、
J
 

ク
笛
や
太
鼓
4
 
の
季
節
が
き
た
ノ
 

町

統

一

秋

祭

り

 

ー

 
10 

月
9
日
 

赤
池
町
の
秋
祭
り
が
十
月
九
日
（
日
）
 

十
日
（
月
）
の
両
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

全
町
期
日
を
そ
ろ
え
て
の
秋
祭
り
に
 

な
っ
て
三
年
目
、
第
五
区
（
鋤
木
田
）
 

も
今
年
か
ら
参
加
す
る
の
で
文
字
通
り
 

全
町
統
一
が
実
現
し
ま
す
。
 

全
町
一
本
化
の
目
的
は
、
全
町
民
が
 

一
斉
に
家
内
の
平
和
と
安
全
、
生
産
の
 

血
搾
を
祈
る
行
事
を
通
じ
て
相
互
の
連
 

帯
を
深
め
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
高
め
よ
 

う
と
い
う
も
の
で
す
。
 

（
昨
年
の
秋
祭
り
か
ら
・
 
10 

月
9
日） 

・ 
10 
日

の

両

日

ー

 

今
年
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
山
笠
や
 

子
供
み
こ
し
な
ど
の
だ
し
も
の
や
、
思
 

い
思
い
の
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

町
公
民
館
で
も
、
文
化
団
体
が
中
心
 

に
な
っ
て
お
祭
り
の
気
分
を
盛
り
あ
げ
 

る
た
め
の
協
賛
事
業
が
次
の
よ
う
に
準
 

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

o
九
日
（
日
）
午
前
九
時
か
ら
 

秋
祭
町
民
囲
碁
大
会
 

o
九
日
（
日
）
午
後
七
時
か
ら
 

芸
能
発
表
会
 

o
十
日
（
月
）
午
後
七
時
か
ら
 

秋
祭
町
民
の
ど
自
慢
大
会
 

ク
資
源
の
大
切
さ
再
認
識
4
 

「
盛
会
だ
っ
た
 

不
用
品
販
売
会
」
 

赤
池
町
婦
人
会
協
議
会
（
会
長
中
村
 

千
鶴
さ
ん
）
は
、
本
年
度
の
運
動
の
ー
つ
 

に
「
限
ら
れ
た
資
源
を
大
切
に
」
と
運
 

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
一
 

環
と
し
て
倉
庫
に
寝
た
品
の
再
利
用
を
 

と
八
月
二
十
七
日
（
土
）
、
町
民
会
館
で
 

不
用
品
販
売
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
 

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
を
初
め
千
百
点
に
 

の
ぽ
る
品
物
が
集
り
開
会
の
午
前
十
一
 

時
を
待
ち
き
れ
ぬ
方
が
大
勢
来
館
し
、
 

午
前
中
に
は
ほ
と
ん
ど
の
品
物
が
売
り
 

術
等
の
演
芸
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
 

す
。
出
席
者
の
方
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
 

ス
に
よ
り
送
迎
を
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
敬
老
会
該
当
者
年
令
別
数
お
 

よ
び
九
＋
歳
以
上
の
お
年
よ
り
の
方
の
 

氏
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
年
令
）
 

（
人
数
）
 

七
。
ー
七
九
歳
 
五
八
五
人
 

八
。
ー
八
七
歳
 

一
八
六
人
 

八
八
歳
以
上
 

一
八
人
 

計
 

七
八
九
人
 

（
男
三
二
七
人
・
女
四
六
二
人
）
 

町の最高長寿者は明治14年3月11日生まれの 

世良トョさん（上野上小路＝写真） 
○年令 97歳 

0子イ共5 人、孫25人、ひ孫35人 

〇楽しみーテレビ（相撲） 

○健 康ー朝6時に起床、毎日三度の食事 

をきちんとすること 
1 日に1升近くの水を飲んでいること 

耳と目が少し不自由のほかは、とつてもお 

元気でいらっしやいます 

切
れ
る
程
の
盛
況
で
し
た
。
改
め
て
こ
 

の
運
動
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
こ
の
運
動
に
ご
協
力
戴
き
ま
 

し
た
皆
さ
ん
方
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
 

上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
一
層
の
ご
協
 

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
売
 

上
げ
の
一
部
を
町
福
祉
協
議
会
、
老
人
 

ホ
ー
ム
へ
基
金
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
 

侵入盗・自転車盗の防止をノ 

ー全国防犯運動― 

10 月27日～1 1 月2日 

最
近
の
犯
罪
情
勢
で
は
「
あ
き
巣
ね
 

ら
い
」
 

「
忍
び
込
み
」
「
事
務
所
荒
し
」
 

「
自
転
車
盗
」
な
ど
の
日
常
生
活
に
身
 

近
な
犯
罪
が
例
年
秋
に
増
加
の
傾
向
に
 

あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
十
月
二
十
七
日
 

（
木
）
か
ら
十
一
月
二
日
（
水
）
ま
で
の
七
 

日
間
、
初
の
“
全
国
一
斉
防
犯
運
動
ル
 

が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

あ
き
巣
な
ど
侵
入
盗
の
防
止
 

氏
名
 
性別 

満
年
令
 
住
所
 

世
良
ト
ョ
④
 
九
七
歳
 
上
小
路
 

世
良
馬
吉
②
 
九
六
歳
 
上
谷
 

武
末
ヒ
サ
＠
 
九
三
歳
 
下
町
一
一
 

世
良
ユ
キ
④
 
九
二
歳
 
皿
山
 

太
田
彦
市
⑨
 
九
二
歳
 
上
里
一
一
 

太
田
ョ
ン
＠
 
九
一
歳
 
下
組
 

重
松
シ
メ
＠
 
九
一
歳
 
東
町
 

奥
 
カ
ッ
＠
 
九
O
歳
 
老
人
ホ
ー
ム
 

香
野
繁
蔵
②
 
九
O
歳
 
堀
田
 

中
道
ナ
カ
＠
 
九
O
歳
 
中
組
 

中
川
チ
ナ
＠
 
九
。
歳
 
車
道
】
一
 

藤
井
良
太
郎
②
九
O
歳
 
中
組
 

（
敬
称
略
）
 

長
寿
村
と
食
習
慣
 

長
寿
は
、
ま
ず
第
一
に
食
習
慣
が
大
 

い
に
関
係
し
ま
す
。
米
を
大
食
、
偏
食
 

す
る
地
方
で
は
統
計
上
か
ら
も
長
寿
者
 

が
少
な
い
こ
と
は
す
で
に
ご
存
じ
で
し
 

よ、つ。 
干
葉
の
館
山
、
伊
豆
の
大
島
、
熊
本
 

の
天
草
な
ど
は
長
寿
村
で
す
が
、
こ
こ
 

で
は
魚
、
と
く
に
小
魚
や
魚
の
は
ら
わ
 

た
を
多
く
摂
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
三
重
県
の
志
摩
地
方
は
海
の
 

幸
と
と
も
に
大
豆
や
野
菜
（
こ
と
に
ニ
 

ン
ジ
ン
、
カ
ボ
チ
ヤ
、
ナ
ガ
イ
モ
な
ど
 

）
を
多
く
摂
っ
て
い
る
の
で
長
命
で
す
 

が
魚
が
多
く
て
も
野
菜
の
少
な
い
す
ぐ
 

隣
り
の
北
牟
串
蔀
は
短
命
だ
と
い
う
事
 

実
が
明
ち
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

J
 

J
 

一
、
家
の
周
囲
に
犯
人
が
侵
入
す
る
足
 

場
と
な
る
も
の
が
な
い
よ
う
に
し
ま
 

し
ょ
う
。
 

（
植
木
、
は
し
ご
、
ゴ
ミ
 

箱
な
ど
）
 

二
、
家
の
戸
締
り
箇
所
を
確
認
し
、
施
 

錠
設
備
を
再
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
 

（
二
重
錠
が
よ
り
安
全
で
す
）
 

三
、
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
隣
近
 

所
に
「
ひ
と
声
」
か
け
ま
し
ょ
う
。
 

四
、
配
達
さ
れ
た
新
聞
等
が
溜
ま
っ
て
 

い
れ
ば
留
守
と
わ
か
り
ま
す
。
留
守
 

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
工
夫
を
 

し
ま
し
ょ
、
つ
。
 

五
、
カ
ギ
は
新
聞
受
等
に
入
れ
ず
4
勿に 

つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

六
、
あ
や
し
い
者
を
見
つ
け
た
ら
隣
近
 

所
協
力
し
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

自
転
車
盗
の
防
止
 

一
、
車
体
に
は
住
所
、
氏
名
な
ど
書
い
 

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

二
、
置
き
忘
れ
た
自
転
車
や
、
盗
ま
れ
 

た
自
転
車
が
発
見
さ
れ
た
と
き
持
主
 

が
す
ぐ
わ
か
る
防
犯
登
録
を
し
ま
し
 

よ、つ。 

三
、
自
転
車
に
は
馬
て
い
錠
、
く
さ
り
 

錠
な
ど
丈
夫
な
錠
を
と
り
つ
け
ま
し
 

よ、つ。 

四
、
ち
ょ
っ
と
の
間
で
も
自
転
車
を
離
 

れ
る
と
き
は
、
必
ず
カ
ギ
を
か
け
ま
 

し
ょ
、
つ
。
 

家
庭
防
犯
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
開
催
 

＠
ド
ロ
ボ
ウ
を
予
防
す
る
た
め
の
家
族
 

会
議
“
家
庭
防
犯
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
カ
 

を
全
国
防
犯
運
動
期
間
中
に
必
ず
家
 

庭
で
開
催
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

和
名
 
神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
）
 

八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神
々
が
 

出
雲
の
国
に
集
ま
リ
た
ま
う
と
い
う
こ
 

と
か
ら
雷
が
無
く
な
る
月
と
も
い
わ
れ
 

る。 1
日
（
土
〕
 

2
日
（
日
）
 

9
日
（
日
）
 

10 

日
（
月
）
 

14 

日
（
金
）
 

15 

日
（
土
）
 

16 

日
（
日
）
 

17 

日
（
月
）
 

18 

日
（
火
）
 

19 

日
（
水
）
 

23 

日
（
日
）
 

27 

日
（
木
）
 

法
の
日
・
共
同
募
金
始
ま
 

る
・
全
国
労
働
衛
生
週
間
 

上
野
小
学
校
運
動
会
 

市
場
小
学
校
運
動
会
 

赤
池
町
秋
祭
り
 

赤
池
町
秋
祭
り
・
体
育
の
 

日
・
目
の
愛
護
デ
ー
 

鉄
道
記
念
日
 

赤
池
町
敬
老
会
 

行
政
相
談
（
中
尾
保
育
所
 

）
・
新
聞
休
刊
日
 

行
政
相
談
日
（
役
場
旧
第
 

二
公
民
館
）
 
・
貯
蓄
の
日
 

行
政
相
談
（
上
野
薬
王
寺
 

集
会
所
）
・
統
計
の
日
 

行
政
相
談
（
市
場
八
区
青
 

年
会
館
）
 

電
信
電
話
記
念
日
・
霜
降
 

満
月
・
読
書
週
間
 

全
国
防
犯
運
動
始
ま
る
 

▽
喜
び
は
苦
労
の
果
実
で
あ
る
 

苦
労
の
伴
わ
ぬ
喜
び
は
な
い
△
 

合
理
的
に
健
康
増
進
の
日
課
を
 

天
が
高
く
澄
ん
で
、
秋
が
深
く
な
っ
 

て
ゆ
く
今
月
は
、
十
日
の
体
育
の
日
を
 

は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
に
、
行
楽
に
、
プ
 

ラ
ン
を
お
立
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

わ
た
く
し
た
ち
人
間
の
体
は
、
同
じ
 

作
業
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
ス
ト
レ
ス
 

が
抜
け
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
頭
脳
労
 

働
者
は
、
時
に
思
い
き
り
体
の
筋
肉
を
 

使
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
 

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
で
す
が
、
 

気
に
な
る
の
は
天
候
で
す
。
朝
晴
れ
て
 

い
る
か
ら
と
い
っ
て
油
断
は
禁
物
。
持
 

ち
歩
い
て
も
邪
魔
に
な
ら
な
い
雨
具
を
 

用
意
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
 

ま
た
秋
は
夜
が
長
く
、
灯
火
親
し
む
 

の
候
な
ど
と
い
っ
て
、
夜
ふ
か
し
を
し
 

が
ち
で
す
が
、
睡
眠
不
足
は
健
康
の
大
 

敵
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
ご
自
分
 

に
言
い
聞
か
せ
て
下
さ
い
。
ま
た
食
欲
 

の
秋
で
、
何
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
 

る
の
は
大
変
結
構
で
す
が
、
胃
袋
を
一
 

杯
に
し
て
し
ま
う
習
慣
が
つ
く
と
、
余
 

分
な
脂
肪
が
た
ま
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
支
 

障
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
胃
の
過
重
労
 

働
、
時
間
外
勤
務
は
さ
せ
な
い
よ
う
に
 

気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
健
康
増
進
 

に
絶
好
の
機
会
で
す
。
ど
う
ぞ
合
理
的
 

に
日
課
を
消
化
し
て
下
さ
い
。
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昭和52年10月1日 第1 7:7号 け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

第17回上野峡口ートレース大会 

プ11』ー、ソク、秋 「秋ろトの日I 

第
十
七
回
上
野
峡
ロ
ー
 

ド
レ
ー
ス
大
会
」
（
日
本
陸
 

上
競
技
連
盟
公
認
、
コ
r
ス
 

・
赤
池
町
役
場
前
ー
上
野
 

峡
折
返
し
）
が
九
月
二
十
 

~ 433人が参加 

三
H
（
金
）
、
秋
分
の
H
に
挙
行
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
福
岡
陸
上
競
技
会
、
 

赤
池
町
、
赤
池
町
教
育
委
貝
会
主
催
、
 

朝
日
新
聞
社
、
赤
池
町
休
育
振
興
協
会
 

の
後
援
に
よ
る
も
の
で
、
レ
ー
ス
は
小
 

学
校
（
．
ー
 

ロ
レ
ー
ス
）
、
巾
学
校
（
 

h
ギ
ロ
レ
ー
ス
）
、
高
校
（
十
キ
ロ
レ
 

ー
ス
）
、
 

一
般
（
十
マ
イ
ル
レ
ー
ス
）
 

の
種
別
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

各
部
の
参
加
選
手
数
は
小
学
生
六
十
 

人
、
中
学
生
二
百
十
し
人
、
高
校
生
・
ハ
 

十
人
、
 

一
般
よ
リ
し
十
穴
人
の
計
四
百
 

ー
．
人
が
参
加
し
、
気
温
、
湿
度
と
 

も
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
も
と
に
 

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
の
記
録
を
更
 

新
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

、
‘
ノ
 

中
学
の
部
優
勝
ク
 

小
学
の
部
準
優
勝
ノ
 

第
2

回
飯
塚
市
少
年
剣
道
練
成
大
会
 

八
月
二
十
一
日
（
日
）
、
午
前
九
時
よ
 

り
近
畿
女
子
短
期
大
学
体
育
館
に
お
い
 

て
飯
塚
市
体
協
主
催
の
も
と
に
、
第
一
一
 

回
筑
豊
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

筑
豊
各
地
区
よ
り
小
学
の
部
十
三
チ
 

ー
ム
、
中
学
の
部
十
六
チ
ー
ム
に
加
え
 

個
人
戦
を
あ
わ
せ
、
約
三
百
人
の
少
年
 

剣
士
が
出
場
し
ま
し
た
。
 

本
町
よ
り
小
学
・
中
学
の
部
各
ー
チ
 

ー
ム
が
参
加
し
、
小
学
の
部
で
は
優
勝
 

戦
ま
で
駒
を
進
め
再
延
長
の
末
、
惜
し
 

く
も
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
そ
の
勝
負
 

根
性
に
対
し
満
場
感
嘆
し
準
優
勝
と
い
 

う
健
闘
ぶ
リ
で
し
た
。
 

（
優
勝
の
中
学
部
チ
ー
ム
）
 

（ー・般の部・一位でゴールする安川電機井上文男選手） 

中
学
の
部
で
は
い
ず
れ
も
優
勝
を
争
 

う
相
手
ば
か
り
で
、
 
一
回
戦
で
は
本
町
 

の
ラ
イ
バ
ル
添
田
平
原
道
場
を
、
二
回
 

戦
で
は
全
国
大
会
出
場
経
験
の
あ
る
芦
 

屋
の
強
豪
毛
利
武
道
館
を
、
三
回
戦
で
 

は
神
戸
か
ら
飯
塚
修
道
館
へ
夏
期
遠
征
 

稽
古
中
で
本
大
会
に
参
加
し
た
こ
だ
ま
 

会
を
そ
れ
ぞ
れ
く
だ
し
、
優
勝
戦
で
は
 

伝
統
あ
る
宮
田
桜
雲
館
道
場
で
、
こ
こ
 

二
・
三
年
前
ま
で
は
ま
っ
た
く
勝
て
な
 

か
っ
た
相
手
で
し
た
が
、
本
剣
道
部
は
 

稽
古
量
、
稽
古
内
容
に
お
い
て
夏
期
練
 

習
で
十
分
鍛
え
て
い
た
の
で
、
選
手
一
 

同
闘
志
満
々
で
試
合
に
望
み
堂
々
優
勝
 

を
飾
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
道
場
相
手
の
 

大
会
と
し
て
初
優
勝
の
も
の
で
す
。
 

応
援
を
頂
い
た
立
花
後
援
会
長
以
下
 

父
兄
の
皆
さ
ん
、
四
年
目
に
し
て
筑
豊
一
 

を
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
有
難
 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
成
績
 

に
あ
ま
え
る
こ
と
な
く
更
に
稽
古
に
励
 

み
、
少
年
剣
道
の
伝
統
を
作
る
べ
く
精
 

進
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
共
よ
ろ
し
 

く
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
上
村
常
夫
）
 

な
お
、
出
場
選
手
名
お
よ
び
戦
績
は
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

〈
小
学
の
部
〉
 

先
鋒
 
花
元
 
忠
夫
 
六
年
 

四
将
 
結
城
 
和
生
 
六
年
 

な
お
六
位
ま
で
は
次
の
と
お
リ
 

「
小
学
生
の
部
」
ニ
キ
ロ
レ
ー
ス
 

ハ
甲
不
月
杵
雷
瓦
 

市
場
小
 
4
・分 
31 

秒
 

②
坂
元
 
剛
 
市
場
小
 
4
分
 36 

秒
 

③
世
良
恵
英
 
市
場
小
 
4
分
 37 

秒
 

④
川
u
政
文
 
上
野
小
 
4
分
 40 

秒
 

⑤
坂
元
裕
司
 
市
場
小
 
4
分
 45 

秒
 

⑥
倉
石
】
男
 
宙
場
小
 
4
分
 46 

秒
 

「
中
学
生
個
人
の
部
」
五
キ
ロ
レ
ー
ス
 

①
飯
川
】
義
 
南
小
倉
中
 16 

分
 13 

秒
2
 

②
直
塚
秀
俊
 
霧
ケ
丘
中
 16 

分
 16 

秒
 

③
庄
村
 
康
 
志
徳
中
 
16 

分
 16 

秒
 

④
只
隈
伸
也
 
霧
ケ
丘
中
 16 

分
 30 

秒
 

⑤
有
門
正
幸
 
伊
田
中
 
16 

分
 48 

秒
 

⑥
江
上
和
博
 
良
山
中
 
16 

分
 52 

秒
 

⑧
世
良
賀
宏
 
赤
池
中
 

⑩
川
中
浩
二
 
赤
池
中
 

な
お
赤
池
中
学
よ
リ
四
人
が
出
場
。
 

「
中
学
生
団
体
の
静
五
ギ
ロ
レ
ー
ス
 

①
直
方
二
中
 
六
十
二
点
 

②
志
徳
m
ー 

六
十
七
点
 

③
南
小
倉
中
 
九
十
六
点
 

「
高
校
生
の
部
」
十
キ
ロ
レ
ー
ス
 

①
伊
藤
高
章
 
鞍
手
 

34 

分
 38 

秒
6
 

②
山
下
日
登
志
門
司
工
 
35 

分
 37 

秒
 

③
吉
本
浩
輔
 
鞍
手
 

35 

分
 49 

秒
 

Q

女
永
隆
一
 

東
福
岡
 
36 

分
 04 

秒
 

⑤
津
田
晋
介
 
尖
甘
工
 
36 

分
 09 

秒
 

⑥
花
田
浩
昭
 
筑
豊
工
 
36 

分
 13 

秒
 

「
一
般
の
部
」
十
マ
イ
ル
レ
ー
ス
 

①
井
上
文
男
 
安
川
電
機
 51 

分
 55 

秒
4
 

②
山
口
師
功
 
新H
鉄
化
学
 
52 

分
 11 

秒
 

③
尚
橋
 
豊
 
九
州
電
工
 52 

分
 34 

秒
 

④
頭
島
幸
司
 
新H
鉄
八
幡
 
52 

分
 56 

秒
 

⑤
川
越
憲
通
 
新
日
鉄
化
学
 
53 

分
 03 

秒
 

⑥
前
田
秋
美
 
九
州
電
工
 53 
分
 34 

秒
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一
般
女
子
バ
レ
ー
「
三
位
」
に
ノ
 

ー
 
ー
郡
民
体
育
大
会
ー
 

ハ
月
千
一
日
（
日
）
、
川
崎
町
小
学
 

校
体
育
館
に
お
い
て
郡
民
体
育
大
会
が
 

行
わ
れ
、
 

一
般
女
子
バ
レ
ー
部
は
三
位
 

に
く
い
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
の
郡
体
に
は
十
五
支
所
を
中
心
と
 

し
た
メ
ン
バ
ー
で
出
場
し
、
郡
内
九
カ
 

町
村
中
、
参
加
六
チ
ー
ム
が
A
、
B

パ
 

ー
ト
に
わ
か
れ
て
予
選
を
し
A
、
B

の
 

一
位
同
志
で
優
勝
職
、
二
位
同
志
で
三
 

位
決
定
戦
を
し
、
優
勝
チ
ー
ム
が
県
体
 

の
出
場
権
を
得
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。
 

組
み
合
わ
せ
は
、
A

パ
ー
ト
（
添
田
 

（
準
優
勝
の
小
学
部
チ
ー
ム
 

中
堅
 
太
田
 
公
博
 
五
年
 

副
将
 
木
月
 
章
貴
 
六
年
 

大
将
 
近
藤
 
真
紀
 
六
年
 

o
第
「
回
戦
 

赤
池
町
少
 

頴
田
町
少
 

4
！
・
・
1
→ 

年
剣
道
部
 

年
剣
道
部
 

o
第
ニ
回
戦
 

赤
池
 
r 
3
・・2
飯
塚
修
道
館
B
 

o
準
決
勝
戦
 

赤
池
 
r 
4
・・1
鞍
手
修
猷
塾
 

o
決
勝
戦
 

赤
池
 
r 
2
・・2
飯
塚
修
道
館
A
 

o
延
長
戦
（
引
分
け
）
再
延
長
戦
 

赤
池
 
が 
0
・・1
飯
塚
修
道
館
A
 

〈
中
学
の
部
〉
 

先
鋒
 
佐
々
木
 
淳
 

四
将
 
早
麻
 
義
隆
 

中
堅
 
田
中
 
浩一一 

副
将
 
中
野
 
雅
治
 

大
将
 
佐
藤
 
徳
久
 

年年年年年 

町
、
赤
村
、
香
春
町
）
、
B
パ
ー
ト
（
 

川
崎
町
、
糸
田
町
、
赤
池
町
）
で
す
。
 

試
合
経
過
は
予
選
一
回
戦
、
強
豪
川
 

崎
町
チ
ー
ム
と
対
戦
し
 12 

対
 21 

で
ニ
セ
 

ッ
ト
と
も
お
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

二
回
戦
で
は
糸
田
町
と
手
に
汗
に
ぎ
 

る
ゲ
ー
ム
で
 21
 

対
 16 

、 
29 

対
 27 

の
接
戦
 

で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
位
決
 

定
戦
で
は
香
春
町
と
対
戦
し
 21 

対
8
、 

21 

対
 18 

の
ス
ト
レ
1
ト
で
勝
ち
三
位
に
 

く
い
込
む
こ
と
が
で
き
、
初
め
て
の
賞
 

状
手
に
全
員
嬉
し
さ
で
一
杯
で
し
た
に
 

J
 

り
 

o
第
一
回
戦
 

”難ー添田平原道場 

o
第
二
回
戦
 

赤
池
 
ガ 
3
・・1
芦
屋
毛
利
武
道
館
 

o
準
決
勝
戦
 

赤
池
 
r 
3
・・2
神
戸
こ
だ
ま
会
 

（
夏
期
遠
征
中
）
 

o
決
勝
戦
 

赤
池
 
ガ 
4
・・1
宮
田
桜
雲
館
道
場
 

炎
天
下
で
準
優
勝
 

ク
田
川
郡
子
供
会
親
善
ス
ボ
ー
ツ
 

大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
で
4
 

第
六
回
田
川
郡
子
供
会
親
善
ス
ポ
ー
 

ッ
大
会
が
地
元
赤
池
町
に
お
い
て
八
月
 

二
十
八
日
（
日
）
、
・
炎
天
下
の
町
民
グ
ラ
 

ウ
ン
ド
お
よ
び
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

郡
内
か
ら
真
黒
に
日
焼
け
し
た
子
供
 

た
ち
が
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
・
女
子
バ
 

ド
ミ
ン
ト
ン
で
技
を
競
い
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
地
元
福
智
子
供
会
の
池
 

田
豊
士
く
ん
が
力
強
い
宣
誓
を
行
い
、
 

万
雷
の
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。
と
く
に
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
で
は
、
昨
年
の
覇
 

者
方
城
町
と
準
決
勝
で
対
戦
し
⑤
対
④
 

で
破
り
決
勝
へ
と
進
出
。
決
勝
戦
で
は
 

大
任
町
と
対
戦
、
③
対
⑧
と
善
戦
し
ま
 

し
た
が
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。
し
か
 

し
準
優
勝
の
栄
光
を
勝
ち
得
る
こ
と
が
 

で
き
大
健
闘
で
し
た
。
 

な
お
、
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
は
 

四
位
で
し
た
。
 

一

 

ノ
こ
れ
も
体
協
会
長
、
教
育
長
、
そ
の
 

他
多
く
の
方
々
の
声
援
の
お
蔭
に
よ
リ
、
 

こ
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
感
謝
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

地
区
住
民
総
出
で
 

白
球
を
打
つ
 

四
区
公
民
館
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

九
月
四
日
（
日
）
、
午
前
九
時
よ
リ
赤
 

池
町
四
区
公
民
館
主
催
に
よ
る
ソ
フ
ト
 

ボ
ー
ル
大
会
が
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
 

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
八
十
 

歳
の
老
人
を
含
め
て
地
区
住
民
総
出
で
 

の
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
 

第
一
試
合
の
紅
白
戦
は
到
着
順
に
ジ
 

ャ
ン
ケ
ン
で
紅
白
に
分
か
れ
て
の
五
回
 

戦
。
ゲ
ー
ム
が
終
る
頃
は
チ
ー
ム
が
十
 

四
、
五
人
に
も
な
っ
て
い
た
と
い
う
変
 

っ
た
趣
興
で
し
た
が
、
対
戦
は
2
対
1
 

で
紅
組
の
勝
ち
と
な
リ
、
第
二
試
合
は
 

婦
人
？
・
」
般
男
子
対
子
供
会
・
青
年
会
 

連
合
チ
ー
ム
の
対
戦
。
双
方
打
ち
あ
い
 

ま
し
た
が
、
子
供
・
青
年
組
が
打
ち
勝
 

っ
て
5
対
 11 

の
大
差
で
き
め
ま
し
た
。
 

第
三
試
合
は
青
年
会
対
一
般
壮
年
組
 

の
ゲ
ー
ム
で
、
壮
年
組
が
押
し
き
る
か
 

に
見
え
た
が
最
終
回
、
青
年
組
が
二
本
 

の
ホ
r
ム
ラ
ン
で
四
点
を
お
げ
て
a
対
 

4
の
逆
転
で
し
た
。
 

試
合
が
終
っ
た
あ
と
参
加
者
全
員
で
 

地
区
公
民
館
の
大
掃
除
を
し
、
皮
省
会
 

で
な
、
秋
祭
リ
の
行
事
な
ど
の
郵
世
に
 

お
よ
び
盛
会
に
終
リ
ま
し
た
。
、
一
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ワ
ー
ル
ド
 

カ
ッ
プ
ク
 77 

福
岡
大
会
4
 

国
際
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
・
福
 

岡
県
教
育
委
員
会
後
援
の
バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
カ
 77 

福
岡
大
会
・
 

が
、
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
と
き
 

女
子
 
十
一
月
八
・
九
・
十
日
 

男
子
 
十
一
月
十
七
・
十
八
・
十
九
 

ロ］ 

▽
と
こ
ろ
 

福
岡
市
民
体
育
館
（
博
多
区
東
公
園
 

T
E
L
〇
九
ニ
ー
六
四
一
ー
九
一
「
一
 

五） 

▽
競
技
日
程
 

享 
準
決
勝
四
チ
ー
ム
リ
ー
グ
 

八
日
（
火
）
 

ゾ
連
対
ペ
ル
ー
 

キ
ュ
ー
バ
対
韓
国
 

九
日
（
水
）
 

ペ
ル
ー
対
韓
国
 

ソ
連
対
ギ
ュ
ー
バ
 

十
日
（
木
）
 

キ
ュ
ー
バ
対
ペ
ル
ー
 

早 

韓
国
対
ソ
連
 

準
決
勝
三
チ
ー
ム
リ
ー
グ
 

十
七
日
（
木
）
 

ユ
ー
ゴ
対
ブ
ラ
ジ
ル
 

十
八
日
（
金
）
 

日
本
対
ユ
ー
ゴ
 

十
九
日
（
土
）
 

ブ
ラ
ジ
ル
対
日
本
 

▽
そ
の
他
 

入
場
券
は
十
月
か
ら
発
売
予
定
 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
‘
 

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
“
 77 

福
岡
大
会
β
 

実
行
委
員
会
（
福
岡
市
役
所
総
務
局
 

ス
ポ
ー
ッ
振
興
課
内
）
 

電
話
〇
九
ニ
ー
七
一
一
ー
四
一
〇
一
 

ま
で
お
間
合
わ
せ
下
さ
い
。
 


